
Ｃ－１ 指導案

公 民 科 学 習 指 導 案

指導者 石川県立金沢錦丘高等学校・教諭

指導日時・教室 平成１８年１０月２６日（木） ４限目 教室名 ３０４Ｈ

対象生徒・集団 普通科３年生 ４０人 （内訳 ３０４Ｈ ４０人）

科 目 名 政治・経済（単位数 ３ ）

使 用 教 科 書 「高校政治・経済 （実教出版）」

１ 単元名 第３編 現代社会の諸課題

３ 大きな政府と小さな政府 －政府は経済に介入すべきか－

２ 単元の目標

① 現代日本の諸課題に対する関心を高め、 課題を意欲的に追究し、望ましい解決の在り方を客

観的に考えようとしている 【関心・意欲・態度】。

② 現代日本の諸課題を多面的・多角的に考察し、 望ましい解決の在り方について社会の変化や

様々な立場、考え方を踏まえ公正に判断している 【思考・判断】。

③ 現代日本の諸課題に関する諸資料を様々なメディアを通して収集し、学習に役立つ情報を主体

、 。的に選択して活用するとともに 追究し考察した過程や結果を様々な方法で適切に表現している

【技能・表現】

④ 大きな政府と小さな政府など現代日本の政治や経済の諸課題に関する基本的な事柄について理

解し、その知識を身に付けている 【知識・理解】。

３ 指導に当たって

（１）生徒の状況

昨年来、Ｍ＆Ａをはじめ株取引をめぐる話題がマスメディアを賑わせてきた。国民の経済問題へ

の関心も高まり、それに伴って興味をもつ高校生も増加している。本校の生徒にも同様の傾向がみ

られ、日頃の経済分野の授業を通しても、積極的な姿勢がうかがえる。

しかし、複雑化、多様化した現代の経済的事象は、その理解にあたって、生徒に難解な印象を抱

かせる。また、今後もそのような印象を抱かせる新たな事象が現れることも予想される。そこで、

経済的事象の難解なイメージを少しでも払拭し、今後予想される様々な事象に対して生徒自身が考

えるための視点を身に付けさせることができないものかと感じたことが、この授業を実施する契機

となった。

（２）指導方針・方法及び教材選定の理由

「高等学校学習指導要領解説」公民編では「政治・経済」の内容(2)「現代の経済」の内容の取

扱いについて 「経済的事象を取り上げるに当たっては、…中略…希少な資源をいかに配分するか、

という選択の問題が基本的な問題として存在していることに気付かせることが大切である」として

いる。そして、その選択において効率性の追求が目指されるとした上で、効率性の追求だけでは所

得分配などの公平性や公正さが必ずしも実現されないこと、逆に公平性や公正の観点だけでは資源

の配分が非効率になりうるとして 「現実の経済においてはこのような効率性と公平さとの間の矛、

盾、対立を調整することが要請されていることに気付かせる必要がある」としている。

今回の授業はその点を踏まえて、効率性と公平性の問題を経済的選択（トレードオフ）の問題と

して捉え、経済的事象を考える上で必要な視点を育てることを目標としている。



４ 単元の指導計画（総時数２時間）

第１時 効率か公平か？ －おおきなカブ－ （１時間 ・・・本時）

第２時 効率か公平か？ －具体的政策の考察－ （１時間）

５ 本時の指導と評価の計画（第１時）

（１）本時のねらい

① 効率か分配かをトレードオフの問題としてとらえようとしている 【関心・意欲・態度】。

② 課題を多面的・多角的に考察し、 望ましい解決の在り方について様々な立場、考え方を踏

まえ公正に判断している 【思考・判断】。

（２）準備・資料等 課題文によるワークシート

（３）本時の展開

時 学 習 内 容 生徒の学習活動 教師の指導・留意点 評 価 規 準
【観点】(評価方法)間

導 ○テーマの概要 ○今回考えるテーマの概要を知 ○今回のテーマを通して、社会について

入 る。 の考え方を検討するということのみを

伝える 「効率 「公平」等の用語は使。 」

２ 用しない。

展 ○「おおきなカブ」 ○課題文を読み、自分の意見を ○ワークシートを配付し、率直に自分の ○効率・公平のどちら

開 ワークシートにまとめる。 意見を書くように指示する。 の立場をとるかにつ

○どちらともとれない意見にするのでは いて意欲的に考察し

なく、必ずどちらかの見解にたつこと ている。

【 】を助言する。 関心・意欲・態度

(ワークシートへの記

述状況の観察)

○他の生徒の意見と自 ○他の生徒の意見を聞き、 ○ワークシートを回収し、効率(犬の立 ○双方の立場、考え方

分の意見を比較・検 自分と同じ意見の場合は、理 場)・公平(ネズミの立場)に分類し、 を尊重して、公正に

討する 由の相違点があるかに注目し、 ただちに教師がその場で読み上げる。 判断しようとしてい

メモをとる。 ○生徒の表情、発言等を活かし、生徒か る 【思考・判断】。

自分と違う意見の場合は、理 ら「説得力あり」と声があがったもの (生徒の活動状況(発

由の相違点をとらえ、自分の は板書する。 表)の観察及びワーク

意見とどちらが説得力がある シートの事後チェッ

か検討し、メモをとる。 ク)

どちらの意見も一理あることを感じ、単純にどちらかに決定できる

問題ではないことを理解する。その理解度の確認のため、数名の生

徒をあて、双方の意見を聞いた感想を発表させる。

○効率・公平のそれぞれの立場 ○発問により、思考を深化させる。

をさらにおしすすめると、犬 「ネズミの分け方をしたら犬は次に同

及びネズミはどのような行動 じような状況があった時、頑張るだろ

をとるか考える。 うか？」

では 「犬の分け方をしたらネズミは、

頑張るだろうか？」

「ネズミと犬に与えられたチャンスは

38 平等だろうか？」

ま ○効率、公平のトレー ○資料は「機会の平等…効率重 ○「効率 「公平」という概念を初めて」

と ドオフの理解 視」と「結果の平等…公平重 使用し、機会の平等と結果の平等の考

め 視」との対立をトレードオフ え方の相違についてまとめる。

の問題として考えさせていた ○この考え方をもとに、次時で具体的政

10 ことを理解する。 策を検討することを予告する。


